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豊田前地区 地区内の要因（強み） 地区内の要因（弱み） 外部の要因（脅威・機会） 

① 近所関係 ・住んでいる人の顔が分かる。 

・近所同士仲が良い。 

・情報が早く伝わる。 

・近所の家族の様子が分かる。 

・近所付き合いをしやすい。 

・知らない人がいない。 

・顔見知りの関係。 

・人の出入りが少ないので不

審者が分かりやすい。 

・声かけをすれば応えてくれ

る。 

・グループ作業で参加者元気。 

・強いリーダーがいる。 

・挨拶や声かけ。｟２名｠ 

・仲間意識が強い。 

・回覧の拒否者が増えている。 

・集会等の出席者が少ない。 

・お互いに仕事を持っているので

声をかけたいが素通りする。 

・お互い働いているので平日は会

うことが少ない。 

・近所付き合いの苦手な人がい

る。 

・高齢者が出かける場所がない。 

・地域の交流が少ない。 

・家同士が離れているので異常が

分かりにくい。 

・隣近所が遠くて日常の会話が全

くない。 

・日中若い人がいない。 

・5 年、10 年先の集落が心配。           

・勤める場所を作る。 

・サロンなどの地区で集まる

場所を作る。 

② 交通  ・病院が遠い。 

・完全な車社会。 

・車がないと出かけられない。｟

２名｠ 

・交通の便が悪い。｟２名｠ 

・自家用車を運転できなくなった

ら不安。 

・高齢者の移動手段がない。｟２

名｠ 

・通院バスを通してもらう。 

③ 生活  ・都会に比べ競争店がないので生

活必需品が高価である。 

 

④ 助け合い ・奉仕作業を協力してくれる。 

・協力体制ができている。 

・県道を自主的に整備してい

る。（一区） 

・同年代の仲間が多い。（60

代） 

・人手が少なく、草刈り作業がで

きない世帯がある。 

 

⑤ 親近感 ・他人の子どもでも注意でき

る。 

・気軽に声をかけることがで

きる。 

  

⑥ 環境 ・桜がきれい。 ・野生動物が多い。  
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⑦ 少子高齢

化 

 ・一人暮らしが多い。 

・働ける者は収入を得ないと生活

できないので老人はデイサー

ビス等に行かなければならな

いようになる。 

・子どもがいない。 

・小中学生が少ない。 

・農業者人口の減少。 

・若者の働く場所を増やす。 

⑧ 防犯  ・外灯がない。 

・夜とても暗い。 

・鍵をかけない家がある。 

・ゴミを捨てる人がいる。 

・時々、知らない販売の車が来る。 

・情報の共有。パトロール（パ

トカー） 

⑨ 自然 ・閑静で風景に恵まれている。 

・県道の草刈りがよく出来て、

山の中のわりに通行しやす

い。（他地区に比べて） 

・有害鳥獣が多く困っている。 

・荒れ地が多い。 

・新しい農産物を作る。 
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豊田前地区 地区内の要因（強み） 地区内の要因（弱み） 外部の要因（脅威・機会） 

① 体力の衰

え 

 ・夜間人通りが少なく防犯的には

不安がある。 

・体の衰え。 

・一人で住んでいるためどこか何

でもと思っても思うように出来

ないことが不便である。 

・子どもには迷惑をかけたくない

ので今のところ自分が出来る限

り生がどうなるか。 

・だんだん体が思うように動かな

くなったら百姓が心配。 

・共同生活 

・助け合い 

・声かけ協力 

② 動物被害  ・家の周りに猪やシカが出てきて

困っている。 

・家の周りに猿、鹿、猪等、農作

物が荒らされ大変困っている。 

・鳥獣害の被害が大。 

 

③ 生活  ・市の中心まで遠い。 

・収入が少ない。 

・国保税等高齢者の負担大。 

 

 

・アンモナイト号利用。走

らせてほしい。 

・収入が増えること。 

・子どもを増やすこと。 

・企業誘致。 

・生活保護増。 

・働く場の確保。 

④ 近所づき

あい 

・この地区は良い人ばかりで

話しやすい。 

・近所にうるさい人がいない。 

・近所同士が仲良くやれる。 

・集落の和がとれている。 

・今のところ共同作業など協

力してやってもらってい

る。助かる。 

・連絡がしやすい。 

・人間関係が良い。協力的で

ある。 

・となり近所の付き合いがよ

く出来る。 
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⑤ 環境問題 ・水がきれいなので蛍が沢山

いる。 

・自然が豊か。 

・静かである。 

・猟師がいない。 

・竹がどんどん入ってくる。 

 

・柵の設置。 

⑥ 少子化  ・子どもが少ない。 

・若者がいない。 

・若者が帰ってこない。 

・子どもが少ない。｟２名｠ 

・若い人が帰ってくる様な

職場、高校がある事。 

・若者が集まる場がほしい。 

・若者を呼ぶ。 

⑦ 豊かなお

年寄り 

 ・高齢化｟３名｠ 

・限界集落。 

・サロンを作る。8 区、9 区、

10 区。 

・引きこもりをなくす。 

⑧ 自然 ・自然があふれている。 

・自然水が飲料に出来る。 

・きれいな水で米が作れる。 

・自然豊かで健康には大変良

い。 

 ・自然を活用する場を持つ。 

⑨ 災害のと

き不安 

 ・災害時の緊急避難が不安。 

・災害時に個人宛て情報の伝達方

法はどうするべきか。 

・地区内で話し合い事前に

決めておく。 

⑩ 過疎化の

不安 

 ・後継者不足。 

・買い物に不便。 

・住民が少なく共同作業が出来な

くなりそう。 

・独居老人の安否確認について。 

・水道もなし、下水道もなし。 

・次の世代が少なく、集団生活が

出来ないのではないか。 

・少子化｟２名｠ 

・中心から遠く離れているので不

便。バスもあまり通らない。 

・限界集落になりつつある。 

・過疎化が進んでいる。 

・運転が出来なくなったどうする

か。 

・一人で住んでいるので何かあっ

た時に連絡不可能。 

 

 

 

・特産品の開発。 

・魅力ある地域づくり。 

・住みたくなる、生活がで

きる地域に。 

・地域の情報を発信する。

広報により地区より転出

者に情報の提供。 

・交流人口の増加。市外、

県外に出ている子、孫を

地域に呼び戻す。（例、イ

ベントの開催） 
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⑪ 医療の不

安 

 ・医療機関がない。 

・豊田前に医者がいない。 

 

⑫ 交通の不

安 

 ・辺境で不便。 

・集落中道路が狭い。 

・道路整備。 

・小杉を越える県道の幅が狭い。 

 

⑬ その他  ・店がない。 

・行政の目が行き届かない。 

・夢がない。 
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豊田前地区 地区内の要因（強み） 地区内の要因（弱み） 外部の要因（脅威・機会） 

① 行事 ・祭り等、昔ながらの行事が

ある。 

・行事の出席率が高い。｟２

名｠ 

  

② サロン ・サロン活動にみんな積極的。 

・サロンの活動が盛ん。 

・サロンの活動がいま一歩。 

 

・住民の連携。 

③ 高齢化  ・高齢化が進む。｟３名｠ 

・独居老人が多い。｟２名｠ 

 

④ 道路 ・道路が比較的整備されてい

る。 

・道路が汚い。（投げ捨てゴミ多い） 

・沿線の立木の倒れこみ多い。 

・夜道暗い。 

 

⑤ 過疎  ・若い人が少ないため、役が多す

ぎる。（一人３～４役位） 

・草の成長の方が早いため刈って

も追いつかない。 

・空き家が多くある。 

・子ども達が都会へ出て帰ってこ

ない。 

 

⑥ 病院  ・病院がない。｟４名｠ 

・夜の病院がない。 

 

⑦ 交通 ・バスが通っている。 

 

・バスの本数が少ない。 

・公共交通機関が少なく不便であ

る。｟２名｠  

・交通の便が少なく困る。 

・タクシー券補助。 

⑧ 動物 ・とても静かで小鳥や獣がよ

く訪れる。 

・動物が田畑を荒らす。 

・野良猫が多い。糞害に困ってい

る。 

・鳥獣被害が多い。｟２名｠ 

・財源確保。 

⑨ 住民 ・ご近所同士仲が良い。 

・人間性が良い。｟３名｠ 

・お隣、ご近所からのおすそ

分けがよくある。 

・子ども達が素直で良い。 

・地区の出入りがないため全

員が顔見知り。｟２名｠ 

・小中学校で大きな問題が起

きていない。 

・人間関係が良い。 

・自分から孤立している人に対し

てどうすれば良いか分からない。 

・高齢化し、地域の環境を守るの

が難しくなってきた。 

・みんなが集まる場がない。 

・付き合うまでに時間がかかる。 

・住民が少ない。 

・今一人暮らしだが、死後空き家

をどうするかが一番の心配。 

・後取りがいないので空き家にな

・公民館に集まって地域の

方々が集う時間がほし

い。 

・人口減少のため地域の草

刈りに困っている。 

・住み慣れた家で長く住む

ことを希望しているが、

どうなるのだろうと不安

に思う。 

・高齢化が進む市に安心し
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・温かい人柄。｟２名｠ 

・明るく誠実な人が多い。 

・ボランティアで地区の草刈

りをしていただける方がお

り助かっている。 

・地区の行事が年間通じて続

いていて楽しい。（おひま

ち、お地蔵様まつり、共同

作業、お宮お寺…など。） 

・声がかけやすい。｟２名｠ 

・いきいきサロンの集会が一

ヵ月に一回あるので心がの

びのびする。 

・民生委員の方が木を切るボ

ランティアをして下さっ

た。 

るのが心配。 

 

て暮らせるように力を貸

してほしい。 

・古い家のため修理費に苦

労する。持ち家だと生活

保護が受けられないので

もう少し年金がほしい。 

⑩ 自然 ・静かで良い。 

・空気がきれい。｟２名｠ 

・自然災害が少ない。 

・空気がゆっくり流れる。 

・緑が多い。 

  

⑪ 生活  ・商店がない。｟２名｠ 

・インフラの不整備。 

・猪、猿、鹿、タヌキ、有害鳥獣

が多い。 

・交通手段がない。 

・交通の便が悪い。 

・交通の便を良くするため、

80 歳以上にタクシー券を

配布するなどの工夫がほ

しい。 

⑫ 人口減少  ・高年齢単身者が非常に多い。 

・人口の減少と高齢化。｟２名｠ 

・高齢単身者世帯が多い。｟２名

｠ 

・少子化が進んでいる。 

 

⑬ その他 ・保育園、小学校、中学校が

ある。 

・買い物をするところが少ない。 

・職場が少ない。 
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豊田前地区 地区内の要因（強み） 地区内の要因（弱み） 外部の要因（脅威・機会） 

① 環境  ・電灯がなく夜が暗くて怖い。｟

２名｠ 

・病院がない。 

・草が多い。 

・地域にお店がない。 

・上り下りがあり高齢者には大変

である。 

・食べ物の買い出しが遠くて大変。 

・空き家が増えて草刈りが大変。 

・住民が少ないので物騒。 

・店がない。 

・空き家がある。｟２名｠ 

・高齢化して地域の繋がりが薄く

なった。 

・お年寄りが多い。 

 

② 少子化  ・若い人が少ない。 

・子どもが少ない。｟６名｠ 

・小学校がなくなり非常に寂しい。

（子どもの声が聞こえない。） 

 

③ 被害  ・猿、鹿、猪、タヌキ、カラスの

害があり困る。｟４名｠ 

・野生の動物が多くて暮らしにく

い。 

・害獣が多く田畑が作れない。 

・野生動物が野菜等を荒らして困

る。 

・動物を捕獲してほしい。 

・ 

④ 利便性  ・交通の便が悪い。｟２名｠ 

・交通に不便。 

・運転できないと移動手段がない。 

 

⑤ 孤独  ・活気がない。 

・老年者が多く部落の人数が減少

していくこと。 

・高齢化が進んで行事を進めるこ

とが難しい。 

・独居老人。 

・後期高齢者ばかりで子ども、若

い人がいない。 

・子どもが独立して家を離れる。
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（就職） 

⑥ 連帯感 ・本音で話せる人が多い。 

・人との繋がりが良い。 

・部落の人々との親睦が厚い

ので良い。 

・同居家族。 

・連帯感。 

・助け合う気持ちがある。 

・地球愛。 

・子どもが素直。 

・心配してくれる。 

・少ない人数なので知らない

人がいない。 

・近所皆知り合い。 

・遠い親戚より近くの他人、

ありがたい。 

・近所が見える。（付き合い） 

 ・一人暮らしの方との連絡

が出来るような対策。 

⑦ 環境 ・災害も少なく安心。｟２名

｠ 

・火事が少ない。 

・住みやすいところだと思う。 

・山菜がたくさんある。 

・野花が咲き、昆虫も多い。 

・静か。 

・自然が多く、空気や水がき

れい。 

・のんびり。 

・夜空がきれい。 

・台風や地震が少ない。｟２

名｠ 

・四季を通して住みやすい。 

・集中雨対策が十分でない。  

⑧ 希望 ・支援学校ができ、少し希望

が持てる。 

・高齢者が元気。 

 

 ・モトクロスコース。 

・明るいマラソンコース。 

・ロードバイクコース。 

・ツーリングのコースに最

適。 

・トレイルランコース。  

・企業誘地。 

・住宅提供。 
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・病院行きの車を出してほ

しい。 

・U ターン、I ターンで地域

活性。 

・病院へ行く時の車がある

と良い。 

⑨ 後継者  ・農業の後継者がいない。  

⑩ 近所 ・一人暮らしだが、家族の繋

がりがある。 

・話し合いの時よく集まって

くれる。 

・困った時は隣が助けてくれ

る。 

・近所付き合いが良い。｟２

名｠ 

・各班で一ヵ月ごとに集会所

の掃除の後、みんなでお茶

を飲みながら話をし、楽し

く過ごしている。 

・区の行事によく参加してく

れる。 

・隣近所仲良くしている。 

・一人家族の見守りをどうするか。 

・サロン参加少ない。 

・なかなか話し合いがない、でき

ない。 

・地区行事で人が集まりにくい。

｟２名｠ 

・草刈りが大変。 

・一日中人との会話がないことが

ある。 

 

⑪ 交通 ・病院の帰りは送ってくれる。 ・バス停までの坂がお年寄りにと

って大変。 

・病院に行く時バスしかない。 

・今は車に乗れるが、もう 2～3

年すると車に乗れなくなること

が心配。 

・バス停まで遠い。 

・バスの回数を多くしても

らいたい。 

⑫ 空き家  ・地区に空き家が多い。｟２名｠ ・空き家をなくした方が良

いが、自治体の負担はあ

る。 

⑬ 買い物  ・お店がないこと。｟２名｠ 

 

・赤バスがきてくれて買い

物につれて行ってほし

い。 
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豊田前地区 地区内の要因（強み） 地区内の要因（弱み） 外部の要因（脅威・機会） 

①防犯  ・協同作業で道の上の雑木が切れ

ない。 

・外灯が少ない。非常に暗い。 

 

②自然 ・水がキレイで良い。 

・6 月になると今山入口にホ

タルが多く出る。 

・環境が素晴らしく良い。｟

２名｠ 

・自然豊かなところ。｟２名

｠ 

・自然が美しい。 

・猿や猪、鹿の出没に困る。(農作

物の被害がある)｟３名｠ 

・市役所で猿、鹿、猪を駆

除してほしい。(鳥獣保護

法で駆除出来ないため) 

・猪除け等の補助。 

・安心して暮らせる環境づ

くり。 

③交通  ・車があるうちは良いが運転出来

なくなると不安である。 

｟２名｠ 

・近くにバスがない。(国道まで行

かないとないので不便) 

・交通が不便。｟２名｠ 

・ミニバス、福祉車が来ても市の

中央まで行かず豊田前で降ろさ

れること。 

・バスの時間が合わなくて困る。 

・ミニバス、JR 美祢線の連絡が悪

い。待ち時間が長い。 

・せめて県道にバスを誘致

してほしい。 

・ミニバスが市中央まで行

ってほしい。 

・福祉バスの増便。 

・無料バスが通れば良い。 

④人間関係 ・お互いに助け合っている。 

・人の付き合いが良い。 

・高齢者は多いが発言者に対

しては文句を言う人が少な

く協力的な人が多くて良い

集落。 

・人が素直で木訥(ぼくとつ)

な人が多い。 

・人間性が良いので大変生活

しやすい。 

・4 月(H27)に 1 軒集落を出られた

こと。 

・今山の人口は 26 名、75 歳以上

が 16 名、60 歳以上が 7 名、6

歳以下が 3 名であり、これは大

変である。 

・今後高齢者が多いのは当然だが、

ボランティアが難しくなる。 

・いつまでも元気でありた

い。｟２名｠ 

・充分に話し合うこと。 

・現在地区民の高齢化であ

るため、若い人が来てほ

しい。 

・空き家に来てほしい。 

・50 歳 60 歳が 20 人くらい

ほしい。 

⑤介護 ・気軽に利用できる（介護）

がある。 
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⑥人情 ・人間関係は良い。 

・人の和が良い。 

・連帯性が良い。 

・物事を頼みやすい。 

・人情が厚い。 

・思いやりがある。 

  

⑦サロン ・サロンがある。｟２名｠  

・血圧検診がある。（保健師の

出張健康相談） 

  

⑧高齢者  ・慣習を大切に。 

・労力が益々不足。 

・高齢化。｟２名｠ 

・若い人が帰ってほしい。

｟２名｠ 

・住民の増加。｟２名｠ 

⑨医療  ・病院の事。 

・救急の場合の対応。 

・医者がいない。 

・救急病院の徹底。 

・老人の医療介護を良くす

る。 

 


